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（第2時限： 100分）

2025年度 ⑥ 

数

注意事項

学 問 題
（理 系）

（全6ページ）

1.試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3. 解答用紙 1枚・下書用紙2枚は，この冊子の中に折り込んであります。

4.試験終了後問題冊子・下書用紙は持ち帰りなさい。
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数学

次のI, Il, 皿， Nの設問について問題文の［ここlにあてはまる適当なものを，
解答用紙の所定の欄に記入しなさい。なお，分数を記入する際は，既約分数を記入し

なさい。

I 1以上の整数nに対し，f(n)=n(n+3)と定める。

〔1〕 I(5)の正の約数の個数は［ロニl個である。

〔2〕f(n)は常に偶数であることは，以下のように証明できる。ただし［ロニ］

と［こ］には，「奇数」もしくは「偶数」のどちらかで答えよ。

f(n)=n(n+3)において， nが偶数の場合， n+ 3は［口：］であり，

積n(n+ 3)は偶数である。 nが奇数の場合， n+ 3は［ロコであり，

積n(n+ 3)はやはり偶数である。したがって， 1以上のすべての整数nにお

いて，f(n)は常に偶数である。

〔3〕 f(n)を異なる素数p,qを用いてf(n) = pkqm (k, mは 1:s; k :s;m を満

たす整数）と表す。このときf(n)の正の約数の個数が6個となる nを求める。

条件より，（k+l)(m+l)＝［口□|と表せる。これより，
k =ロコ， m=ロ

となる。

また，f(n)は常に偶数であるため，pまたはqは 2である。

p = 2のとき， nの値は［ロニlである。
q = 2のとき， nの値は［ロニ|である。
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II aは3ではない実数とする。方程式 x2+炉ー 2ax+ 6a -9 = 0で表される

円C1を考える。

〔l〕 a=5のとき，円 C1の中心の座標は（［ここl，［ロコ），半径は
ロとなる。

〔2〕 円C1は実数aが3以外のどのような値を取っても

定点（［こ］＇ ［口］）を通る。

〔3〕 a=  2の場合を考える。

点A(l, 3), 点B(3, 3), 円C1上の点をp(s, t)とする。△ABPの

重心Gの座標を (X, y)としたとき， X, yはs, tを用いて X=［口］，

Y=ロコと表される。したがって s, tはX, yを用いて s=ロコ，

t =口と表される。点 Pが円 C1上を動くとき，点 Gは，中心の座標が

（二＇二），半径が口の円上にある。

次に方程式 x2+ (y -b) 2 = r2 (b > 0, r > 1)で表される円凸を考える。

円C1と円cの中心間の距離を dとする。円 C1と円 C2が異なる 2点で交わる

ための必要十分条件は ［ロニ]< dく［ロニlである。また，円 Gと円 C2
が第 1象限で接するとぎ b=［口□|となる。ただし ［ロニ]' ［ロニ|,
口は rを用いて答えよ。
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III 
に動点Pがあり，時刻tにおける (x(t), y(t))が次のように

tの関数

x(t)=2cost+cos2t, y(t)=sin2t (O~ t~冗）

を用いて表されている。

(1〕 動点 P さの最大値，最小値につい

時刻t(0 < tく冗）における，動点P

tを用いて，

える。

クトル；を成分表示すると．

V = (-2 (ロコ）， 2(口］））

となる。

したがって， Pの時刻t ける速さIvIは，

v I= 2爪バ，f(t) = sin勺＋ 2sin(ロコ） sint + 1 
である。ただし， 0く［口］＜翫とする。

f'(t)は変形すると

『（t)= 2 (口 cost+ 2)（ロコ cost -.1) sin t 
となる。ただし［口］＇ ［口］は数値で答えよ。

したがって 1了Iはt＝［口］のとき最大値［ロニl,

t = (f} (ただし O<(f}＜冗かつ co汀＝ ［口］）のとき最小値［ロニ］を

とる。

〔2J 時刻t= 0からt＝王ーまで動点Pが動くときの軌跡を曲線Cとする。こ
2 

のとき， x軸と曲線Cとの交点のx座標の値は ［ロニ］と［ロニlであり，
曲線Cとx軸とで囲まれる図形の面積Sは， S=［ここ］である。ただし

□ ＜ □とする
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（このページは空白）
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IV iを虚数単位とする。特に指示がない限り，実数の数値で答えよ。

tを実数． a,/3,7, W, z を複素数とする。また， a=2 ✓ 3 + 2i, 

z = cos t + i sin tとし，

をB(S)とする。

A(a)を原点を中心に冗 させた

〔1〕|］＝口， arga＝亡 る（ただし， 0~ ［こ］く 2叶

〔2〕 rに関する方程式 Y4= aの解は［口□l個あり，そのうち実部の値が最も
きい解をゎとすると， y。|＝ ［ここ],argァ。＝ ［ロニ］である（ただし，

〇ニロコ <2叶。
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〔3〕 ¥V(w)は， 2点A, Bとは異なる成とする。 ABから

までの回転角 8は， a,/3, w 

以下， 3，点A, B,Wは

数であることから，

いて 0= arg・（［口］）と表される。

にあるとする。このとき＇ ［ロニl

（ロコ＋i)w +（ロコ十i)w = 0 
が成り

さらに， 3点Z(z),A, Bは同 にはないとする。 zwと

AB 交わるとき，

w = (ロコ＋口］i)(z-w)+z
が成り ーれを 代入し ると，

w = + { (cos (口］） ＋i sin (口］））z+ z} 

AVv 

となる。ただし， 0~ ［ロニl ＜盆とする。し

/ w/ = I sin (二）

つ I町はt いて

と表される。

な

すれば

3点Z,A, Bが同

り

にあるとき，点W は点zと同一の点と

ここで，tを 0;£: tく 2冗 で変化させたとき，線分WAの長さ |WAl

はt=［こ］のとき 口，t＝にコのとき最小1直□］を
とる。
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